
　エリック・サティ（1866～1925）のピアノのための3つの『グノシエンヌ』は、旋法が
用いられた異国情緒豊かな作品。作曲の前年、1889年にパリで開かれた万国博覧会
でサティは東方の音楽に触れ、大きな影響を受けた。「グノシエンヌ」とは「知ること」
を意味する古代ギリシャ語に由来する。
　雅楽古典曲：黄

おうしき

鐘調調子は、現存する雅楽の6種の調子のうちのひとつである「黄
鐘調」（西洋音楽のイ音＝ラの近似音である黄鐘の音を主音とする旋法）に基づく音楽
で、古来夏に演奏されてきた。全体は16の句から成り、全てを演奏すると20分を要
するが、本日は宮田まゆみが初夏にふさわしい句を抜粋して演奏する。
　ドイツ出身の作曲家、ロベルト・HP・プラッツ（1951～ ）の『線香花火』は、1997年に
宮田のために作曲された笙の作品。プラッツは日本人家庭にホームステイした際に線
香花火を体験して深い感銘を受け、この作品を書いた。線香花火がチリチリと儚く
燃える様子を思い浮かべながら聴きたい。
　川上統（1979～ ）の笙とハープのための『櫛
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月』は、2016年に宮田の委嘱を受けて
作曲され、宮田と吉野直子により初演された。生物をテーマにした作品を数多く書い
ている川上だが、この『櫛海月』もそうした作品のひとつ。光を反射しながら水中を
動き回る櫛海月を笙とハープが巧みに描き出す。
　クロード・ドビュッシー（1862～1918）が1886年から89年にかけて作曲した4手ピア
ノのための『小組曲』は、象徴派の詩人、ポール・ヴェルレーヌの詩集『艶なる宴』から
インスピレーションを得た作品である。第1曲のタイトル「小舟にて」も『艶なる宴』に
収められた同名詩から取られており、水上を優雅に漂う小舟の様子が伝わってくる。
　ガブリエル・フォーレ（1845～1924）が1887年に作曲したオーケストラのためのパ
ヴァーヌ 作品50は、弦楽器のピッツィカートのうえでフルートが美しい旋律を歌う
フォーレの代表作のひとつ。笙とハープのデュオにふさわしい神秘的な音楽である。
　細川俊夫（1955～ ）の『うつろひ』は1986年に作曲された笙とハープのための作品。
初演時の笙は宮田が担当した。笙が天体を、ハープがその光を受ける人間を象徴し
ている。ステージの前方中央に置かれたハープの周りを、笙は半円を描くように移動
しながら演奏し、夜明けから日没までのときの移ろいを表現する。
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